
平成 23年 度事業報告書

(平成 23年 4月 1日 から平成 24年 3月 31日 まで)

学 校 法 人  上 回 学 園



1.法 人の概要

(1)設 置する幼稚園 (平成 24年 3月 31日 現在)
・ 高 坂幼稚園

・ 香 久山幼稚園

(2)当 該幼稚園の入園定員、園児数の状況
・ 高 坂幼稚園

・ 香 久山幼稚園

年 決 組 定  員 臣23・5・1現 在 H 2 4 ・3 月頓魅

年

　

少

ふ   じ

1 3 0 人

24人 24人

う  め 24人 2 3人

も   ヽ 25人 2 4 人

ば  ら 24人 2 4 人

さ く ら 24人 24人

たんばぽ 24人 2 4 人

年

中

さ つ き

1 5 5人

34人 3 5 人

た   け 35人 35人

ゆ   り 34人 35人

ひまわり 3 5 人 3 5'(

年
　
景

き   り

1 5 5人

32人 33人

す み れ 33人 3 8 人

つ は ま 32人 3 3 人

き   く 33人 33人

合  計 440人 413人 4 1 5 人

年 次 組 定  員 H2351現 在 H24・ 3月 考協生

年

少
69人

き り ん 1 7'( 1 8 人

ぞ   う 18人 20人

う さ ぎ 18人 19人

年
中

ば  ら

7 0人

29人 30人

すみれ 29人 29人

ひまわり 28人 29人

年
長

に   じ
7 0人

35人 34人

ほ   し 35人 35人

合  計 209人 200人 214人



(3)役 員、教員及び職員の状況 (平成24年 p月 31日 現在)
・ 役 員

役員名 定員 現員 任期

理 事 6 人 6人 4年

監 事 2ク( 2ク( 4 年

評強員 13人 13人 4年

・ 教 員

・ 職 員

日長 額 縮 助教論 その他 合計

高 坂幼 稚 田 1 人 19人 20人

審久山幼稚口 1 人 8人 9り(

合  計 2 人 27人 29人

事務職員 用務員 運転手 その他 合計

高坂幼 稔 □ 2 人 2 人 4 人

香久山幼稚田 1 人 2ツ( 3ツ(

合  計 3 人 4 人 7人



2.事 業の概要

(1)当 該年度の事業の概要                   ,

平成 23年 度における当学園を取り巻く状況は、平成 22年 度と同様、少子化

により高坂幼稚園において定員の確保が出来ず、非常に厳しいものとなりました。
このような状況の下、よりよい教育環境の中で、健康であたたかい心豊かな

人間性を培うことを教育目標として、以下のような点に重点を置き、幼児教育の

充実に努力してまいりました。
・ 健 康の増進

・ 明 朗な性格の伸長

・ 感 謝の心の瀬養

(2)当 該年度の主な事業の目的 ・計画及び進捗状況
・ 教 育目標を達成するため、高坂幼稚国内に設置するプールにおいて水泳を

中心とした体育指導に重点を置き、高坂幼稚園 ・香久山幼稚園においては、
10月 8日 に運動会を開催しました。
園児の感性をのばすとともに、表現力を養 うことを目的として日頃から製作
している作品を発表するため、高坂幼稚園においては11月 12日 に、香久
山幼稚園においては2月 18日 に作品展を開催 しました。また、発表会を
高坂幼稚園においては 2月 15、 16日 、香久出幼稚園においては 11月
26日 に開催しました。

・ 施 設の充実を図るため、高坂幼稚園においては給食室のエレベーターの取り
替えを夏休み中に行いました。

・ 香 久山幼稚国においては、環境整備のため遊具の塗装を行いました。



3.財 務の概要

(1)最 近 3ヵ年の主な財務指標の推移   ・
・

(単位 t千円)

平成 21年 度 平成 22年 度 平成 23年 度

く資金収支計算書>

納 付 金 収 入 1 8 3 1  0 3 5 1 7 9 1  9 2 4 1 7 9 . 0 6 7

補 助 金 収 入 1 4 8 ,  5 6 7 2 0 9 1  9 4 3 1 5 2 . 4 7 1

事 業 収 入 2 1 ,  9 5 3 22, 581 6 4 ,  1 7 0

その他収入等 1 2 7  0 9 8 3 3 7 ,  1 8 2 328, 632

収入合計 4 8 0 ,  6 5 3 7 4 9 ,  6 3 0 7 2 4 ,  3 4 0

人 件 費 支 出 2 0 1 ,  8 8 2 2 1 1 1 5 7 4 2 4 7 ,  9 9 0

経 費 支 出 8 4、  987 9 0 , 8 1 7 1 2 3 ,  3 5 0

資産取得支 出 1 6  1 9 2 2 5 3  2 6 2 9 ,  7 0 0

その他支 出等 1 7 7 ,  5 9 2 1 9 3、  977 3 4 3 ,  3 0 0

支出合計 4 8 0 , 6 5 3 7 4 9 ,  6 3 0 724, 340

く消費収支ll算書>

帰 属 収 入 3 6 7 ,  1 2 4 459, 360 4 1 3 , 2 6 3

基本金組 入額 △ 50, 438 △ 1 1 4 ,  2 2 6 △ 40, 947

収入合計 3 1 6 , 6 8 6 3 4 5 ,  1 3 4 3 7 2 ,  3 1 6

減 価 償 却 額 23, 732 25, 931 2 9 , 7 1 4

当年度収支差額 3 4 3 1 5 ,  0 3 2 32, 966

く貸借対照表>

固 定 資 産 1,225, 721 1 , 3 1 8 , 1 7 6 1 , 3 2 5 , 0 9 1

流 動 査 産 54, 202 203, 398 5 3 , 0 6 6

資産合計 1,279,923 1 , 5 2 1 , 5 7 4 1 , 3 7 8 , 1 5 7

固 定 負 債 2 3 7 1  1 3 8 2 5 4す  608 2 3 0 .  6 9 6

流 動 負 債 5 9  3 2 7 1 8 4 , 3 1 4 56, 827

基  本  金 1 , 3 5 7 , 6 0 4 1 , 4 7 1 , 8 3 0 1 , 5 1 2 , 7 7 7

次年度線越収支差額 △ 374, 1 4 6 △ 389, 178 △ 422, 1413

負使及び基本金等合計 1,279,923 1 , 5 2 1 , 5 7 4 1 , 3 7 8 , 1 5 ヽ7

(2)当 該年度の財務の状況
<当 該年度の収支の状況>

納付金収入が179,067千 円、 補 助金収入が152,471千 円、 事 業収入が
64, 170千 円、その他収入が328,632千 円であり、収入合計は724, 340千 円となり
ました  一 方、 支 出面では人件費支出が247, 990千 円、 経 費支出が123, 350千 円、
資産の取得支出が9, 700千 円、その他支出が343, 300千 円となり、合計724, 340千

円となりました 資産取得支出のうち、主なものは職員机他購入にかかる6,978千 円であります。
これにより、次年度線越支払資金は46, 186千 円となりました

く当該年度末の財政状態>

流動資産のうち主なものは、現金預金46, 186千 円であり、固定資産のうち主なものは、土地
597, 957千 円、建物627, 580千 円でありま抗



<帥 験 >

固定資産 1,32ら∞1千円は、主に土地597,957千円、建物627,580千円、流動資産53β摘千円は、
主に現金預金46,1鶴千円で、資産合計は1,378,157千円であります。
固定負債 2:恥696千 円は長期借入金と退職給与引当金であり、流動負債 鴫 827千 円とあわせて負
債合計は287,523千円でありますと基本金は1,512,777千円で主に第1号基本金でありま坑 翌年
度操趨消費支出超過額は4塑,143千円でありま坑


